
小美玉市

地域交流型サロン（ふれあいサロン）助成金

ふれあいうどん作りサロン
サロン運営団体名称 おもいでサロン

◦駅、商店街から少し中に入り、離れているので、開
催場所が分かりにくいところがあります。

◦子育てサロンがあるので、交流がもちやすいです。

◦納場地区近辺を中心に活動していますが、羽鳥地区
付近にも活動を広げて行おうと考えました。又、地
区の団体との交流も図っていけたらと思いました。

◦サロンの方々の健康増進と人の役に立つ、いきがい
をみつけ、ボランティアが出来る様、又、今、サロ
ンで練習しているハーモニカの練習回数を増やし、
ハーモニカ演奏を楽しみながら聞いてもらう事が励
みになればと思っています。
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開催日及び開催頻度

月１回　　火・金曜日
9：30～13：30

開 催 拠 点 レゴリバティ館　納場保育園

代 表 者 氏 名 萱場　良江

１回の参加人数 25人

参 加 費
（１人１回あたり）

100円

広 報 方 法 ◦チラシ（年１回）
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サロンに取り組む動機・サロンの将来像

開催地域の様子
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◦いる
・小美玉市社会福祉協議会担当者

◦参加者負担金と市社会福祉協議会からの助成金

◦地区老人会（納場老人会）と連携し、おもいでサロ
ンの方々と協働しそば作りをしたり、クリスマス会
を一緒に行なっています。

◦市社会福祉協議会登録ボランティア、例えばいき
いきバンドの方々と、デイサービスの場所で一緒に
なつメロを聞いたり、一緒にうたったりして交流を
持っています。

◦開催場所が保育園、デイサービスを利用できる。保
育園児とデイ利用者との交流が持てたり、お互いが
励みになったりしています。

◦サロンは誰でも気軽に、お金をかけず楽しく「あっ
たかコミュニティ（集い）の場です！」

◦地域のだれもが健やかで心豊かに暮らしていくため
には、その地域に住むみなさん一人ひとりが、お互
いを理解し、共に支え合えるような地域社会を自ら
創造していく必要があります。
そんな時、県社会福祉協議会の助成金を活用する

事により、皆「何かしよう」という気持ちが芽ばえ、
それを足がかりに、次は、と考えるきっかけになり
ました。
今年は「そばがき」をし、昔話にとくに話が咲き

ました。

団体やサロンのPRポイント

サロンのウリ
連携先・協働先

運営費の確保方法サロン運営上の協力者

◆助成金の活用によりパワーアップした活動

◆サロン活動で使える豆知識　　　　　　　

◆サロン活動の醍醐味　　　　　　　　　　

など、これからサロン活動を
予定している方へのメッセージ
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